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1. 序序  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本稿は、システムダイナミックス (SD) のアプローチを援
用して、文献検索システム  [3, 12] 及び技術経済計量分析  
[18, 24] をベースに、ChatGPT と NotebookLM のハイブリッ
ド AI 分析をもとに以上のダイナミズムを検証をする 「SD
援用ハイブリッドAI因果検証」 によって、本命題の実証分
析を試みた。 

上記ダイナミズムのマクロ追証に基づいて、アマゾンの 
「基盤技術の開発とサービス提供システム」 の両基幹課題
の共進的ブレークスルーの成功が最大の課題となること

を明らかにして、それに照準をあてて分析を進め、その成

功が、かねて同社が培ってきた固有の技術経営原則の結

晶ともいうべき 「ICTに内]在する自己増殖機能 [11] の活性

化」 に依拠 [15, 24 ] することを明らかにする (図図2)。 

第 2 章の分析フレーム全体の鳥瞰レビューをもと
に、第 3，4 章で、両社の技術経営原則とそれに基
づく AI エージェント開発戦略を比較して第 5 章の
基幹戦略間共進が同戦略成功の核となるとの知見

を浮き彫りにして、第 6 章の結論を導く。 

生成 AI 主導イノベーションは、AI エージェントの組
み込みに依存するようになってきており、その鍵はク

ラウドリーダーが提供する AI 開発プラットフォーマー
が掌握するに至っている (表表 1)。 

アマゾン、マイクロソフトの 2 大リーダーは技術経営戦
略の総力をかけてこの開発に邁進している (図図 1)。 

その成否は、顧客の声を経営戦略と直結させる 「生きた資
産」 としての活用にかかっており、それぞれの技術経営
原則が導く、「制度的能力形成」 及び 「内発的制度進化」 
に代表される変革駆動基盤に依存する技術経営軌道が決

することになる。 

AI エージェントは単なるツールではなく、制度そのも
のを深化させる 「知的触媒」 として機能し、知のダイ
ナミズムを制度に融合させる革新的な経営基盤へと

昇華する可能性を秘める。 

両軌道はこの面からAIエージェントとの親和性が評価される。
 

 
表表 1 ククララウウドドササーービビスストトッッププ 3企企業業のの市市場場占占有有率率のの推推移移 (2024Q1-2025Q2): %.  

 2024 Q1 2024 Q2 2024 Q3 2024 Q4 2025 Q1 2025 Q2 特      徴 

AWS  設設立立 2006 

アアママゾゾンン 
31 32 31 30  29  30 ① 世界で最も使われており、ハイレベルのセキュリティ体制が完備  

② 広範なサービスを提供し、他社サービスとの連携もスムース 

MS Azure  2010 

マイクロソフト 
25 23 20 21 22  20 ① Microsoft 製品との相性が抜群 

② 各業界向けのソリューションが充実 

Google Cloud  2008 

グーグル 

11 12 13 12  12  13 ① Googleのインフラや先端技術の恩恵を享受 
② 安定したインフラ環境・AIやデータ分析のサービスが充実 

資料： Synergy Research Group. 

図図 2．．研研究究開開発発費費トトッッププ 20企企業業（2024）. 

資料：各社アニュアルレポートをもとに筆者作成． 

 

図図 1．．アアママゾゾンン、、ママイイククロロソソフフトトのの研研究究開開発発費費推推移移 （2008 -2024）. 

 

 

アアママゾゾンン  

ママイイククロロソソフフトト  

U
S$ bil. 

資料：両社のアニュアルレポートをもとに筆者作成． 
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2.1 アアママゾゾンン・・ママイイククロロソソフフトトのの技技術術経経営営原原則則 
 
 
 
 
 
 
2.2 技技術術経経営営軌軌道道 

制度的能力形成  (Institutional Capacity Building: ICB), 内発的制度進化 (Endogenous Institutional Evolution: EIE) への依存 

2.3 AIエエーージジェェンントト戦戦略略 

信信頼頼性性・・共共創創のの醸醸成成 

 
2.4 産産業業構構造造のの変変化化・・新新たたなな価価値値創創出出 
  

アアママゾゾンン  ママイイククロロソソフフトト  

1.R&D 重視の企業文化 (R&D as a culture) 
2. 研究開発投資の包摂的管理 (Technology and content)
3. 日課的変更を劇的改善に変換 (Transform routine alterations into    significant improvements) 

4. ユーザーの力の活用 (Harnessing the power of users) 

1.クラウドとエッジの連携によるデジタル変革の加速
2. 責任あるAI (倫理・公平性・プライバシー・透明性) に根差した技術開発 
3.開発者の創造性・生産性を最大限発揮させるプラットフォームの進化 
4. すべての人と組織がより多くのことを達成できる社会への貢献 

アアママゾゾンン ママイイククロロソソフフトト 

① 技術的基盤の整備とその利用促進との共進を試行錯誤しながら 
② AIエージェントの「育成」を図ることによって 
③ 「顧客体験を再発明」するための汎用的な基盤を提供 

① 共通のルールと開発環境の整備によって利用者を拡大させて 
② AI エージェントの「普及」を図ることによって 
③ ウエブの変革や科学の発展といった大きな課題の解決を追求 

*顧客体験の再発明： 従来のサービス提供の枠を超えて、顧客の期待を超える体験を設計して提供 [8, 9, 13, 17, 23, 25].  cf. ユニクロ 「経営コックピット」 

 

EIE重視の技術経営原則は信頼性・共創醸成を加速 規範に基づいた体系的な共創と広範なエコシステムによる信頼性向上に腐心 

社社会会実実装装

基基幹幹戦戦略略 

アアママゾゾンン  ママイイククロロソソフフトト  

EIE を基本に、ICB との共進を強く追求 強力な ICBを体化  (アマゾンほどEIEには依存していない)

技術基盤Amazon Bedrock AgentCore (ABAC) とサービス提供システム
AWS Generative AI Innovation Center (GAIIC) の共進関係の構築が鍵

オープンなエージェント型ウェブの実現、AI による科学的発見の加
速、開発者向けプラットフォームの強化の課題への共進的解決が鍵 

アアママゾゾンン  ママイイククロロソソフフトト  

1. 顧客体験を起点とした EIE 主導の技術進化 

2. 「顧客体験の再発明」を通じて産業全体の再構築を促進 

1. エコシステム統合による ICB 主導の技術進化 

2. 「業務課題の解決」を通じて既存構造の高度化を推進 

自律的な、信頼性・共創の促進 → 社会実装の加速の好循環に依存 規範に基づいた共創と広範なエコシステムによる信頼性向上を通じた社会実装に腐心

図図 3．．AI エエーージジェェンントトのの拓拓くく産産業業構構造造のの変変化化・・技技術術経経営営原原則則のの時時代代的的刷刷新新ののフフレレーームム. 

アマゾン、マイクロソフトの両クラウドリーダーは、固有

の技術経営原則に立脚して、①外部から設計された

制度を通じて能力開発・成長を促進する「制制度度的的能能力力

形形成成」  (Institutional Capacity Building: ICB) あるいは、⓶
組織内部の自発的変化で制度自体を深化させる「内内

発発的的制制度度進進化化」 (Endogenous Institutional Evolution: EIE) 
に代表される変革駆動基盤に根差した技術経営軌道

のもとに独自のAIエージェント戦略に邁進する [1, 5]。 

戦略の成否は、技術経営軌道に導かれるそれぞれ

の基幹戦略そのものの適否と成否に依存し、それは

信頼性・共創の醸成とそれに基づく社会実装に通じ、

その結果、産業構造の変化や新たな価値創出をも

たらすことになる。その過程で、節々で戦略、ひい

ては技術経営原則そのものにフィードバックされ、

それぞれの時代的刷新がなされることになる [6]。 

AIエージェントは単なるツールではなく、制制度度そそののもものの
をを進進化化ささせせるる 「「知知的的触触媒媒」」 として機能しているものであ
り、AI エージェント戦略は、それを決する技術経営軌道
をこの機能との親和性の面から評価する必要がある。  
本分析では、最初に、この全体のフレームワークを

図図 3 のように体系化し、それを下敷きにして、両社の
技術経営原則とそれに導かれるAIエージェント開発
戦略を比較検証して、分析の照準を浮き彫りにする。 

2. 分分析析フフレレーームム 
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3. アアママゾゾンン・・ママイイククロロソソフフトトのの技技術術経経営営原原則則・・技技術術経経営営軌軌道道 
3.1 技技術術経経営営原原則則 
 
 
表表 2  アアママゾゾンン、、ママイイククロロソソフフトトのの技技術術経経営営原原則則 
(1) アアママゾゾンン 

1. R&D 重重視視のの企企業業文文化化 
(R&D as a culture) 

R&D を企業文化の中核に据え、顧

客満足に応えるテクノロジーをすべて

のチーム、プロセス、意思決定、イノ

ベーションのアプローチに浸透 

① 従業員による全社的実験を奨励し、 
② 分散型の意思決定による継続

的な新アイデア創出を促し、 
③ モーﾃｨベーションの高い従

業員による絶え間ない革新マ

インドを誘発 

2. 研研究究開開発発投投資資のの包包摂摂的的管管理理 
(Technology and content) 

革新創出に不可欠な行動の広がりに

照らして、R&D 投資を製品・サービス

の研究・設計・開発及び一連の付帯

費用を包摂して総合管理 
 
① 研究開発投資を伝統的な

R&Dの枠を超えて、 
② 不不離一体的に付帯する人件

費・インフラコストをも包摂して 
③ 顧客体験を向上させるための

投資として総合管理 

3.日日課課的的変変更更をを劇劇的的改改善善にに変変換換 
(Transform routine alterations into    
significant improvements) 
従来非 R&D とみなされてきた日課的
に進められるルーティンな変更や定期
改良をオープンイノベーションのもとに
活性化して顕著な劇的改善に変換 
 
① 日課的に行われるルーティ

ンな変更や定期改良を、 
② デジタルを梃としたオープンイノ

ベーションによって、 
③ 休眠資源の覚醒を促進して劇的

革新に変換 

4. ユユーーザザーーのの力力のの活活用用 
(Harnessing the power of users) 
デジタル社会下での顧客デマンドの
高まりとプラットフォームの高度化との
共進特性に注目してユーザの力を活
用する参加型アーキテクチャを展開 

① 顧客満足と軌を一にするビッグ
データー収集力をてこに、 

② ユーザー主導型イノベーション
を誘発し、 

③ インターネットの発展との共進を
促進 

 

<代代表表的的具具体体例例> 
顧顧客客前前提提障障壁壁突突破破 
顧客満足を前提に課題分解、原因特

定、障壁突破 

リリーーダダーーシシッッププ原原則則のの徹徹底底 
顧客にとってより良い解決策に到達

するための議論を促進 
実実験験とと発発明明のの奨奨励励 
全社的に実験と発明を奨励して、企業

全体でイノベーションを創発

<代代表表的的具具体体例例> 
AWS 
幅広いオンデマンド技術サービス提

供コスト全般を包摂して総合管理 
Kindle 
顧客の要望に純粋に基づいて開発さ

れたデバイス 
Alexa 
顧客の質問に応えて行動を実行で
きる アシスタント

<代代表表的的具具体体例例> 
顧顧客客レレビビュューーのの導導入入 
顧客自身のレビューを革新的情報源

として活用 
Fulfillment by Amazon （（FBA）） 
第三者販売者の商品登録・補完価値
AWSにによよるるイインンフフララ制制約約解解消消 
利用を通じた性能高度化への共進
効果

<代代表表的的具具体体例例> 
顧顧客客レレビビュューーシシスステテムム 
顧客のフィードバックを通じたプラット

フォーム価値の向上 
第第三三者者販販売売ププララッットトフフォォーームム 
ユーザーコミュニティ全体の協力を活用 
AWSののオオーーププンン性性 
利用拡大と性能高度化、エコシステ
ム拡大の共進

1.ククララウウドドととエエッッジジのの連連携携にによよるる
デデジジタタルル変変革革のの加加速速

クラウドとエッジ（端末や IoT機器）を連
携させることで、リリアアルルタタイイムム性性・・柔柔軟軟
性性・・ススケケーーララビビリリテティィを実現し、あらゆ
る業界のデジタル変革を加速

①①ククララウウドドととエエッッジジのの融融合合にによよるる未未

来来志志向向ののププララッットトフフォォーームム構構築築 

②Azure を中心に、クラウドとエッ
ジｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞを統合し、全業

界にｽｹｰﾗﾌﾞﾙなｿﾘｭｰｼｮﾝを提供 

③AI、IoT、セキュリティを含む
包括的な技術スタックを展開 

2. 責責任任ああるる AI(倫倫理理・・公公平平性性・・ププラライイババシシ
ーー・・透透明明性性))にに根根差差ししたた技技術術開開発発 

AI の急速な進化に伴い、倫倫理理・・公公
平平性性・・ププラライイババシシーー・・透透明明性性が重要
化。「責任ある AI」を企業文化とし
て根付かせる 

①AIの民主化と倫理的活用を重視 

②Copilot や Azure OpenAI な
どの製品を通じて、AI を誰もが
使えるツールに 

③「Responsible AI」原則に基づき、公
平性・透明性・プライバシーを確保 

3.開開発発者者のの創創造造性性・・生生産産性性をを最最大大限限
発発揮揮ささせせるるププララッットトフフォォーームムのの進進化化 
開発者が創造力を最大限発揮でき

るよう、オープン性・柔軟性・ツール
の進化を重視。「開発者ファースト」
の姿勢を明確化

① Windows、GitHub、Visual Studio
などの開発者エコシステムの強化 

② オープンソースとの積極的
な連携（Linux との統合など） 

③ 開発者の生産性向上を最優先
に、ツールとプラットフォームを進化 

4. すすべべててのの人人とと組組織織ががよよりり多多くくのの
ここととをを達達成成ででききるる社社会会へへのの貢貢献献 

「すべての人と組織がより多くのこと

を達成できるようにする」というミッシ

ョンに直結。教育・環境・アクセシビ
リティ・地域社会への貢献

① 技術を通じた社会的インパ
クトの最大化 

② 教育、アクセシビリティ、環
境、地域社会への貢献を技術

戦略に組み込む 

③ ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ（Carbon Negative by 

2030）等の目標を技術で支援 

<代代表表的的具具体体例例> 
Azure Arc
ハイブリッドクラウド環境でオンプレ
ミスや他社クラウドも一元管理可能

に

Azure Digital Twins
IoTデバイスや物理空間のデジタルモデル
を構築し、リアルタイムでシミュレーション

HoloLens + Azure
エッジ AI とクラウドを融合した
Mixed Reality体験を提供

<代代表表的的具具体体例例> 
Microsoft Copilot 
Wordや Excelなどに AIアシスタン
トを統合し、業務効率を劇的に向上 

Responsible AI Standard 
AI 開発における倫理・公平性・透
明性を確保する社内ガイドライン 

Seeing AI 
視覚障がい者向けのAIアプリ。周囲
の状況を音声で説明する支援技術

<代代表表的的具具体体例例> 
GitHub Copilot 
開発者向け AI ペアプログラマー。
コード補完や提案を自動化 

WSL（（Windows Subsystem for Linux）） 

Windows 上で Linux 環境をネイティブ
に実行可能にし、開発者の自由度を向
上

Visual Studio Code 
軽量かつ強力なコードエディタ。オー
プンソースで世界中の開発者に支持

<代代表表的的具具体体例例> 
AI for Accessibility 
障がい者支援のための AI 技術開
発を推進するグローバルプログラム 

Microsoft Sustainability Manager 
企業の環境データを可視化・
分析し、脱炭素経営を支援 
Education Transformation Framework 

教育機関向けにテクノロジーを活

用した学習環境の変革を支援

(2) ママイイククロロソソフフトト

3.2 技技術術経経営営軌軌道道：： 制制度度的的能能力力形形成成  (ICB),  内内発発的的制制度度進進化化 (EIE)へへのの依依存存 

 

アマゾン、マイクロソフトの両クラウドリーダーは、創

業者ジェフ・ベゾス (1994)、ビル・ゲイツ (1975) の 
志高きビジネス理念に基づいて、表表2に示す4軸に集約
される独自の技術経営原則を貫いている [1,  5,  15,  20]。

以上の両社固有の技術経営原則は、「内内発発的的制制度度進進化化 
(EIE)」あるいは「制制度度的的能能力力形形成成 (ICB)」に代表される変
革駆動基盤を導き、それに依存する技術経営軌道を決す

ることになるが、アマゾンが AIエージェントとの親和性 

の高い EIE を基本に、ICB との共進を追求することに
よって自発的な制度進化を促す軌道をとるのに対し

て、マイクロソフトは、専ら親和性が限定的な ICBを体
化して能力開発と成長を促進する軌道に依存する。 
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表表 3  アアママゾゾンン、、ママイイククロロソソフフトトのの AI エエーージジェェンントト開開発発戦戦略略 

4.2 構構造造的的異異質質性性 
 

 
表表 4 EIE, ICB のの AI エエーージジェェンントトととのの親親和和性性 
 

 
 
 
 
 
 
表表 5  アアママゾゾンン、、ママイイククロロソソフフトトのの AI エエーージジェェンントト開開発発戦戦略略のの構構造造的的異異質質性性 
 
 
 
 

4.3 AIエエーージジェェンントトととのの親親和和性性のの追追求求：： アアママゾゾンンのの基基幹幹戦戦略略間間のの共共進進  
  
 

AI エージェントとの親和性が高く暗黙知の可視化に卓越
したEIEを基本に、可視化された暗黙知の操作化に優れ
た ICB との共進を追求する技術経営軌道に則って展開

するアマゾンの AIエージェント戦略の中核は、 
① AIエージェントを動かすための土台となる  技技術術基基盤盤たたるる 

Amazon Bedrock AgentCore (ABAC)によって全社的に可視化し、 
②その大規模かつセキュアな活用促進を支援する包包括括的的ななササ

ーービビスス提提供供シシスステテムムたる AWS Generative AI Innovation Center 
(GAIIC) によって操作化を推進。両者が相互に啓発しあって
共進することによって堅実かつ高度な進展が期待される [ 22 ]。 

アマゾン (EIE を基本に ICB との共進を追求) マイクロソフト (ICBを体化) 
① 技術基盤の整備とその利用促進との共進を試行錯誤しながら 
② AIエージェントの「育成」を図ることによって 
③ 期待を超える体験を設計する「顧客体験の再発明」のための汎用的な基盤を提供

① 共通のルールと開発環境の整備によって利用者を拡大させて 
② AIエージェントの「普及」を図ることによって 
③ ウエブの変革や科学の発展といった大きな課題の解決を追求 

4. アアママゾゾンン・・ママイイククロロソソフフトトのの AI エエーージジェェンントト開開発発戦戦略略 
4.1開開発発戦戦略略 

アマゾン、マイクロソフトの両リーダ－は、制度的能力形

成  (ICB) あるいは内発的制度進化 (EIE) に代表される
変革駆動基盤に根差した技術経営軌道のもとに表表

3 に示す独自の AI エージェント戦略に邁進する。

表表 5 に示すように、アマゾンが AI エージェントとの
親和性が高く暗黙知の可視化にたけた EIE主導の技
術経営軌道の下に、可視化した暗黙知の操作化にた

けたICBとの共進を試行錯誤しながらAIエージェント 

の「育成」 を図るのに対して、 マイクロソフトは

AI エージェントとの親和性が限定的な ICB 主

導の技術経営軌道の下、利用者の拡大をて

こに AI エージェントの 「普及」 に邁進。

アマゾン マイクロソフト

1.コアプ
ラットフォ
ームとア

プローチ
の差異 

゜中核的な開発・運用プラットフォームとして Amazon Bedrock AgentCore 
(ABAC)。 

゜「あらゆるフレームワークとモデルを使用して、非常に効果的な AI エージェン
トをデプロイ及び運用するための包括的なサービスセット」と位置づけられ、特
に「フフレレーームムワワーーククにに依依存存ししなないい」提供を強調し、開発者に柔軟性を提供。 

゜概念実証から大規模な本番稼働アプリケーションへの移行を支援する「構
成可能なソリューション」に重点。 

゜Azure等等既存の広範な開発者プラットフォームをAIエージェント開発の最適な場所。 
゜Github、、Copilot を「非同期コーディングエージェント」へと進化。 

゜Windows AI Foundry をを全体をサポートする統一プラットフォームとして導入。 
゜Azure AI Foundry は、AI アプリケーションやエージェントの設計、カスタマ
イズ、管理のための統一プラットフォームであり、xAIののGrok3モデルのような
多様な AIモデルをエコシステムに取り込み。 

2.戦略的
ビジョンと
エコシス

テム構築
の焦点 

゜AWS Generative AI Innovation Center (GAIIC) への追加投資により、顧
客が複雑な AI実装課題を解決するためのグローバルチームを強化。 

゜AI エージェントが 「画画期期的的なな変変化化」 をもたらし、「あらゆる産業の生産性とイ
ノベーションを劇的に加速させる」 という広範なビジョンを掲示。 
゜AWS Marketplace に「AI Agents and Tools」 という新しいカテゴリを設け、企
業が主要プロバイダーの AI エージェントやツールを発見、購入、デプロイ、
管理するプロセスを簡素化し、エコシステムの拡大を企図。 

゜「オオーーププンンななエエーージジェェンントト型型ウウェェブブ」という将来像を描き、AI エージェントが個
人、組織、ビジネス全体の文脈で機能し、ユーザーや組織に代わって意思決
定やタスク実行を行う世界を指向。 

゜このビジョンの実現のため、オオーーププンンススタタンンダダーードドとと共共有有イインンフフララのの推推進進に注力。 
゜特に Model Context Protocol (MCP) の幅広いサポートや、エージェント型ウ
ェブの HTML のような役割を果たすとされる新しいオープンプロジェクト「NL 
Web」の導入は、そのオープンなアプローチの象徴。 

3.提供す
る具体的
なエージ
ェン ト機

能強化と
ツール 

゜ABAC は、エージェント構築に必要な 7 機能を統合管理 
1. Runtime (安全かつ動的な実行環境を提供) 
2. Memory (高精度な短期・長期記憶を提供) 

3. Identity (ツールやリソースへ安全にアクセスするための認証機能を提供) 

4. Gateway (現実世界のタスクを実行できるよう安全に接続) 

5. Code interpreter (安全な環境でコードを記述・実行させ、複雑な計算やデータを可能可) 

6. Browser tool (高速で安全なクラウドベースのブラウザを提供) 

7. Observability (エージェントの全アクションを追跡・可視化) 

゜Microsoft 365 Copilot Tuningにより、顧客が自社のデータやワークフローを
用いてモデルをトレーニングし、ドメイン固有のタスクをセキュアに実行するエ

ージェントをローコードで作成できる機能を提供。 
゜Copilot Studio における新しい「ママルルチチエエーージジェェンントトオオーーケケスストトレレーーシショョンン」
は、複数のエージェントを連携させ、スキルを組み合わせて複雑なタスクに取

り組むことを可能化。 
゜「Microsoft Entra Agent ID」を導入し、エージェントに一意の ID を自動割り
当てすることで、「エージェントスプロール」を防止し、セキュアな管理を支援。 

4.特定の
応用分野
への注力 

゜GAIIC を通じて、Warner Bros. Discovery Sports Europe や BMWなどの企業

と直接連携し、様々な業界の複雑な AI 実装課題を解決することに重点。特定の
産業に限定せず、広広範範なな産産業業ににおおけけるる AIのの応応用用とと課課題題解解決決を指向。 

゜「Microsoft Discovery」プラットフォームを導入し、AI にによよるる科科学学的的発発見見のの加加
速速という特定の応用分野に焦点。医薬品開発から持続可能性まで、研究者

がエージェント型 AIを活用して発見プロセス全体を変革することを指向。 

内内発発的的制制度度進進化化 (EIE) 制制度度的的能能力力形形成成  (ICB)
AIエージェントとの親和性 
暗黙知の可視化 
可視化された知の操作化* 

高い 
卓越 (暗黙知を制度に取り込む柔軟性あり) 
限定的 (自発的変化に依存するため、体系的な操作は困難) 

限定的 
限定的 (形式知への変換が前提) 
卓越 (制度を通じて知を体系化・標準化し、再現可能な能力として定着) 

操作化：可視化された知を制度を通じて体系化・標準化して再現可能な能力として定着 [2, 4, 7, 10]。

アマゾン、マイクロソフトは、EIE, ICB に根差し
た技術経営軌道のもとにAI エージェント戦略を

展開するが、それぞれの軌道の AI エージェント
との親和性は表表 4のように整理される。
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アマゾンは、AI エージェントとの親和性が高く暗黙知の可
視化にたけた内発的制度進化 (EIE) を基本に、可視化され
た知の操作化にたけた制度的能力形成  (ICB) との共進を
追及する固有の技術経営原則の下、 2 大基幹戦略 ABAC  
(AIエージェント所要機能追求) とGAIIC ( AI実装課題解決を模索)

との共進を進めることによってAIエージェント分野での革新を
加速し、それを技術経営原則にフィードバックして刷新・高度化 

 

して産業構造の時代的革新に貢献 [14, 16, 19, 21, 26-30]。 
知識ストック (ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ価値) の普及過程で、パートナー企

業に浸透して成長した新機能を学習しつつ ICT に内

在する自己増殖機能 [11] を活性化するメカニズムは、

固有の技術経営原則に依拠。これは AIエージェントと
の親和性も高く、基幹戦略間の共進化に貢献。 
このメカニズムは、EIE-ICB 共進の結晶ともいうべきも

ので、更なる高度化が期待。 

技技術術経経営営原原則則  

①① 重重視視企企業業文文化化、、②② 投投資資のの包包摂摂的的管管理理、、 ③③日日課課的的変変更更をを劇劇的的改改善善にに変変更更、、④④ユユーーザザーーのの力力のの活活用用

のの持持続続的的増増大大

技技術術スストトッックク のの増増大大

      𝑑𝑑𝑑𝑑
𝑑𝑑𝑑𝑑   ∆𝑇𝑇 ≈ 𝑅𝑅

知知識識スストトッックク ((ブブラランンドド価価値値))  のの創創出出

知知識識スストトッックク ((ブブラランンドド価価値値))  のの増増大大

     ∆𝐾𝐾
𝐾𝐾 ＝（

𝜕𝜕𝜕𝜕
𝜕𝜕𝜕𝜕 ∙ 𝑇𝑇

𝐾𝐾）
∆𝑇𝑇
𝑇𝑇 ≈ 𝜕𝜕𝜕𝜕

𝜕𝜕𝜕𝜕 ∙ 𝑅𝑅
𝐾𝐾

新新機機能能  (可視化した暗黙知) のの創創出出  

1
1− 1

𝑎𝑎 ∙
△𝐾𝐾
𝐾𝐾

包包摂摂的的 のの増増大大

ｄ𝐾𝐾

ｄ𝑇𝑇
 ＝aK(1- 𝐾𝐾

𝑵𝑵(𝑻𝑻))  

グロスR    独自R     オープンイノベーション (新機能の吸収体化) 

R  =   Ri  +  z∙ 𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆𝑆 

Amazon Bedrock AgentCore (ABAC)：：技技術術基基盤盤 

AWS Generative AI Innovation Center (GAIIC)：：ササーービビスス提提供供シシスステテムム  

図図 4．．アアママゾゾンンのの ABAC-GAIIC 共共進進をを核核ととすするる AIエエーージジェェンントト主主導導イイノノベベーーシショョンンののダダイイナナミミズズムム. 

知知識識スストトッックク のの普普及及

新新機機能能をを創創出出ししつつつつ自自己己増増殖殖  

  

IICCTTにに内内在在すするる自自己己増増殖殖機機能能活活性性化化  

K(T) = 

知
識
ス
ト
ッ
ク

 K
(T

) (
U

S 
$ 

bi
l.)

 

アアママゾゾンンのの知知識識スストトッックク蓄蓄積積軌軌道道  (2010-2020: 四半期)  

ｱﾏｿﾞﾝのR&Dの推移 (2008-2024) 

R&
D

 (U
S$ bil.) 

5. 基基幹幹戦戦略略間間共共進進のの源源泉泉

内内発発的的制制度度進進化化 
(EIE) 

暗黙知の可視化

制制度度的的能能力力形形成成 
(ICB) 
との共進

可視化された
暗黙知の操作化

AAIIエエーージジェェンントト戦戦略略  ((内内発発的的制制度度進進化化 (EIE) を基本に制度的能力形成  (ICB) との共進を追求) 
との共進

 
 

  

世世界界トトッッププのの R&D 

K(T) = 

= 

LGDCC 新新機機能能  

技術ストックT(R) (US $ bil.) 

R&D の結晶
AWS はブラ
ンド価値を創
出し、それが
また R&Dを
誘発する共
進構造を内
包。 

誘発された
R&D はさら
にブランド価
値を増大し、
暗黙知を可
視化して新機
能を創出。 

Rを誘発 

新機能 (可視化
した暗黙知) は
ICB によって体
系化・標準化さ

れ、ﾊ゚ ﾄーﾅー 企業

に浸透し成長。

それを学習して

AWSも成長 

単純ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ成長関数      自己増殖的ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ成長関数

AI実実装装課課題題 
解解決決のの模模索索 

顧客が抱える課題・ニーズ・不満 
等の暗黙知の言語化・形式知化 可可視視化化 ソリューショ

ンの追及 
市場全体の利 
用可能な制度 

操操作作化化 

Memory 
過去の行動・会話履歴等現場経験値捕捉 

Observability 
アクション追跡 → 試行錯誤過程表出 

Gateway 
広範なツールへのアクセス提供 

Code Interpreter 
ソリューション手法提供 

暗黙知を可視化

可視化暗黙知の

体系化・標準化 

EIE   ICB 

AIエエーージジェェンントト 
所所要要機機能能追追求求 

全社的な R&D 文化 ユーザー主導イノベーション 
全ライフサイクル管理 全R&D  +  ビッグデータ収集 

A
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生成 AI 主導イノベーションは、AI エージェントに依存するようにな
ってきており、アマゾン、マイクロソフトのクラウドリーダーは技術経

営戦略の総力をかけてこの開発に邁進している 。 

その成否は、それぞれの固有の技術経営原則が導く、「制度的

能力形成」(ICB) あるいは 「内発的制度進化」 (EIE)に代表され
る変革駆動基盤に依存する技術経営軌道が決する。 

AI エージェントは単なるツールではなく、制度そのものを深化させ
る 「知的触媒」 として機能し、知のダイナミズムを制度に融合させる
革新的な経営基盤へと昇華する可能性を秘める。 

この側面に注目して両変革駆動基盤を比較すると、EIEはAIエ
ージェントとの親和性が高く、暗黙知の可視化にたけているのに

対して、ICBは親和性は限定的であり、可視化能力に欠けるが、
可視化された知の操作化にたけている。 

本稿は、まず、以上の 「AI エージェント開発競争の基本ルール」 
をレビューした。次いで、これを踏まえて、システムダイナミックス 
(SD) のアプローチを援用して、文献検索システム及び技術経済
計量分析をベースに、ChatGPT と NotebookLM のハイブリッドAI
分析をもとに、以上のダイナミズムを検証をする 「SD援用ハイブリ
ッド AI 因果検証」 によって両リーダーの固有の技術経営原則が
導く ICB あるいは EIE に代表される変革駆動基盤に依存する 技
術経営軌道が決するAIエージェント開発戦略を比較検証した。 

アマゾンは AI エージェントとの親和性が高く、暗黙知の可視
化にたけた内発的制度進化 (EIE) を基本に、可視化された
知の操作化に優れた制度的能力形成  (ICB) との共進を
追及する固有の技術経営原則の下、 ABAC (AI エージェントを

動かすための土台となる 技技術術基基盤盤)と GAIIC  (その大規模かつセキュア

な活用促進を支援する包包括括的的ななササーービビスス提提供供シシスステテムム) の 2 大基幹戦
略の共進を進めることによって AI エージェント分野での革新
を加速し、それを技術経営原則にフィードバックして刷新・高

度化して産業構造の時代的革新に貢献している。 

知識ストックの普及過程で、パートナー企業に浸透して成長

した新機能 (可視化した暗黙知) を学習しつつ ICT に内在する

自己増殖機能を活性化するメカニズムは、固有の技術経営

原則に依拠。これは AI エージェントとの親和性も高く、基幹
戦略間の共進化に貢献する。 

このメカニズムは、EIE-ICB 共進の結晶ともいうべきもので、

更なる高度化が期待される。 

AIエージェント戦略の展開にあたっては、その戦略の依存す
る技術経営戦略を AIエージェントとの親和性や、暗黙知の可
視化、操作化の観点から検証することが要諦となる。 

EIEの内包する暗黙知の可視化機能と、ICBの内包するその操
作化への発展機能を共進的に活用することが重要である。 

以上を下敷きにした実証分析の蓄積が今後の課題となる。 
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